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はじめに

　平成23年３月11日午後２時46分に発生した東北地方太平洋沖地震による未曾有の大災害（東

日本大震災）により、多くの尊い命が失われました。東京都教育委員会では、この震災の記憶を忘れず、

首都直下地震等の災害において、まず自分の命を守り、次に身近な人を助け、さらに地域に貢献でき

る人材を育成するため、翌２４年１月に防災教育補助教材「３．１１を忘れない」を作成するなど防災

教育の充実を図ってきました。

　しかし、昨年、東日本大震災で被災された方々に対して行ったＮＨＫのアンケートにおいて、８０％

近くの方が「震災の風化を実感している」という結果がありました。震災から５年以上が経過した今、

残念ながら被災地の復興の様子に関心を持ち、支援しようという意識が徐々に薄らいできていると言

えるのかもしれません。

　そこで、東京都教育委員会は、「３．１１を忘れない」という当時の思いに立ち返るとともに、将来

の防災の担い手となる高校生や中核となり防災教育を推進する教員を育成することをねらいとして、

東日本大震災の被災地に、高校生と教員約100人を派遣する「合同防災キャンプ」を昨年８月に初め

て実施しました。

　本合同防災キャンプの成果としては、参加した生徒及び教員が、復興支援ボランティアを通して奉

仕の精神を涵
かん

養できたこと、そして、現地の人々との交流活動を通して当時の被災状況を知るとともに、

復興への思いや願いに触れることができたことなどです。あわせて防災士資格取得講座において防災

に関する幅広い知識を学習することにより、全員が防災士の資格を取得し、防災への意識をより高め

たことも重要な成果です。

　本報告書は、この合同防災キャンプの概要とこれまでの成果の一端をまとめたものです。現地の人々

と一緒にボランティアで汗を流し、被災された方の生の声を真摯に聞いたからこそ知り得た災害の本

当の姿や被災地の今を、生徒、教員の生の感想によって表現することで、少しでも伝えたいと考え編

集しました。東京都の各学校においては、本報告書を防災教育の教材として活用し、実践的な防災教

育を一層推進されることを期待しています。

　最後に、本合同防災キャンプを実施する上で、御協力を頂いた宮城県教育委員会、宮城県石巻西高

等学校、宮城県多賀城高等学校、多賀城市役所、石巻市教育委員会、南三陸町教育委員会及び気仙沼・

本吉地域広域行政事務組合をはじめ各団体並びに旧宮城県石巻市立門脇小学校校長の鈴木 洋子様をは

じめ講師の皆様に心より御礼申し上げます。
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